
学校が変わる！ 
小中一貫教育で何が変わるの？ 

中西のぶひろと市政を語る
会 

 平成２９年９月２４日 

四条会館 



■義務教育は 

●小学校６年・中学校３年の９年制で行われてきた 

                        （昭和２２年施行） 

  子どもの成長の度合いの変化 

  子どもをとりまく社会環境の変化 

 

●小学校から中学校にスムーズに移行できない 

        「中一ギャップ」 
 

 



中一ギャップ 
   と言われる問題 



■戦後７０年経過した義務教育制度の見直し 
 
●小中一貫教育 

  小学校と中学校の課程を調整し一貫性を持たせた体系的な学校制度 

             取り組んでいる自治体 239/１７１８ （平成２９年度） 

 

●義務教育学校 

 学校教育法の改正により、２０１６年度（平成２８年度）から新設された  
学校教育制度 

     平成２８年度       ２２校 

     平成３６年度開校予定 ３６校 



東大阪の小中一貫教育 

31年度から、全小中学校で小中一貫教育が行われます 

一部の学校だけではだめなの？・・・ＮＯ！（教育委員会） 

東大阪の小中一貫教育にかける意気込みを感じます 
 



■東大阪の校区 

小学校 中学校 

【１小１中】 

小学校 

小学校 

中学校 

【２小１中】 

小学校 

小学校 

小学校 

中学校 

＿ 

【３小１中】 

小学校：５２校（５２小学校区） 
中学校：２５校（２５中学校区） 

（例） 
縄手南小→縄手南中 
池島小→池島中 

（例） 
縄手小 
上四条小       

→縄手南中 

（例） 
花園小 
玉串小 
花園北小       

→花園中 



従来の小学校・中学校の制度はそのまま 

    校名もそのまま 

 

地域性を反映して通称をつけることが出来る 

    例えば  

      四条の風小中学校（縄手小学校・上四条小学校・縄手中学校） 

      瓢箪山学園（縄手小学校・上四条小学校・縄手中学校） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小中一貫で、どんなことをするの 

小学校・中学校という壁を取り払い、小学校と中学校のつながりを、さらに
意識した教育活動 

●小学６年生が、中学校へ部分的に登校する 

 

●小学６年生に、一部教科担任制を導入する 

 

●小学５年生・６年生で定期テストを実施する 

 

●現代社会で求められるコミュニケーション力、情報活用能力、郷土への誇りを
持つ人を育てる【未来市民教育】 



■東大阪が目指す小中一貫教育 

・すべての中学校区において、

９年間を見通した系統性・連
続性のある教育カリキュラム
の実施 
・中学校区独自の取組みの工
夫 

・地域社会を大切にしなが
ら、広く世界に開かれたグ
ローバルな視野を持ち行動
できる人材の育成 

東大阪市教育システムとしての東大阪小中一貫教育 



東大阪の義務教育学校 

小学校 中学校 

【１小１中】 

繩手南中学校区 
池島中学校区 

東大阪市の小中一貫教育のモデル校 



 学校教育法が改正され、平成２８年度からできるようになった 

     

 前期課程（小学校課程）と後期課程（中学校課程）に分かれる 

     中学校受験する人は、前期課程修了が資格となる 

 学年の区切りは、自由に設定できる 

     6-3制、4-3-2制、5-4制 

 施設一体型、施設分離型 

 教員は小学校・中学校の両方の免許が必要（当分は経過措置） 

 校長は一人 

     副校長をおくことが出来る 

 

 

 

■義務教育学校とは 



縄手南小 

縄手南中 

（仮称）縄手南学園 

（仮称）六万寺校舎 （仮称）横小路校舎 



■東大阪の教育が変わる！ 

●平成３１年度から小中一貫教育 

 

●平成３１年度から義務教育学校がスタート 

 

●戦後最大の学習指導要領の改定 

   小学校は平成３２年度から、中学校は平成３３年度から全面実施 

                          （平成３０年度から先行実施） 

●中学校給食を３１年度から順次実施 

 

●平成３１年度に全小学校普通教室に空調設備を設置 



■東大阪の教育を変える大きなチャンス！ 

●教育委員会の意欲 

 

●若い人が多いという教員の年齢構成！      

     ピンチがチャンス 

 

●教員の意識改革 

 

●家庭との連携 

     早寝、早起き、朝ごはん 

 

●地域との連携 

     コミュニティスクールの推進 

 



■東大阪市として特色ある教育を 

●従来からのよさ 

キャリア教育 

人権教育 

多文化共生 

夜間学級 

 

●学力・体力の後進都市からの脱皮 

 

●他市に誇れる東大阪教育システムをつくろう 

 



次回の 中西のぶひろと市政を語る会 

■10月22日（日）午後２時～３時  

場 所：東体育館中会議室（鷹殿町） 

テーマ：介護予防・日常生活支援総合事業でまちが変わる 
 

■11月26日（日）午後２時～３時  

場 所：横小路公民館（横小路町） 

テーマ：縄手南校区に義務教育学校ができる！ 
 



みなさん 
  ありがとうございました 

中西のぶひろ 

東大阪市議会議員 







コミュニティスクールの指定状況 

 国の目標は、全公立小中学校の１割（約3,000校）を目指す 

   幼稚園109 小1819 中835 義務教育学校7 高25 特別支援11 （２８年４月現在 2,806） 
 

 

 

 

  

 


